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2001 年 3 月 24 日に発生した芸予地震とその余震活動および安芸灘周辺に発生した地震活動につ

いて報告する。第 1 図は芸予地震本震発生直後から 5 月 31 日までに安芸灘から伊予灘において発生

した地震の震源分布である。芸予地震の余震活動は東経 132.7°に沿ってほぼ南北に広がり，本震

（Mw6.8）は余震分布の北端の深さ約 48km で発生した。芸予地震発生後は，その西側の広い領域

で地震活動が発生した。過去の地震活動と比較すると（第 2 図），芸予地震とその余震活動は，四国

から中国地方に向かって緩やかに沈み込むフィリピン海プレート内部で発生したことが明らかであ

る。また，芸予地震余震域より浅い部分では比較的プレート内地震活動が活発であるのに対して，

それより深い部分ではプレート内部の地震活動はほとんど認められず，芸予地震の震源域はプレー

ト内地震活動の北端部に相当する。また，芸予地震の発生後に安芸灘から伊予灘付近に見られる地

震活動は，四国から九州地方に急傾斜で沈み込むフィリピン海プレート内で発生した地震である。

第 3 図，第 4 図および表 1 には，本震と主な余震およびその周辺で発生した地震の P 波初動極性に

基づくメカニズム解および広帯域地震観測網のデータに基づくモーメントテンソル解を示す。本震

のメカニズム解（第 3 図の A）は，東西伸張の正断層型であり，第 1 図の余震分布と比較すると西

落ちの節面が断層面であると考えられる。余震の多くは，本震と同様の東西伸張の正断層型で特徴

付けられるが，中には横ずれ断層型を示すメカニズム解も存在する。この場合でも，張力軸の方向

はほぼ一致する。第 5 図に，余震および周辺に発生した地震活動の推移を示す。芸予地震発生後，

地震活動が広がっているようにも見えるが，2001 年 1 月以降の安芸灘，伊予灘，日向灘周辺域で発

生した地震活動の時系列を見ると(第 6 図)，安芸灘以外の地域では定常的に地震活動が活発である

ことがわかる。                           （小原一成・汐見勝彦） 
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第 1 図 安芸灘～伊予灘周辺における震源分布（2001/3/24～2001/5/31） 

Fig.1 Hypocentral distribution of earthquakes that occurred in Aki-nada and Iyo-nada. 
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第 2 図 過去の地震活動との比較．第 1 図で示した地震を黒丸で，1997 年 10 月から芸予地震発生 

直前までの気象庁一元化震源を点で示す． 
Fig.2 Comparison of the seismic activity between Geiyo earthquake and its aftershocks and previous  

events. Solid circle symbols indicate the events that occurred after the main shock of Geiyo 
earthquake (as shown in Fig.1), and dot symbols indicate the events that occurred before the Geiyo 
earthquake. Epicenters plotted by dots are derived from JMA unified catalog. 
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第 3 図 主な地震のメカニズム解．左側は P 波初動極性に基づくメカニズム解で，右側はモーメントテンソル解である． 

Fig.3 Focal mechanism solutions for some events. Left side is the focal mechanism projected to the lower hemisphere based on the polarity of P wave onsets, and right 
 side is the estimated moment tensor solution projected to the lower hemisphere. 
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第 4 図 初動極性分布 

Fig.4 Focal mechanism solutions projected to the lower hemisphere based on the polarity of P wave onsets  
with plots of polarity of P wave onsets. 
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第 5 図 芸予地震の余震およびその周囲に発生した地震の震央分布の推移 

Fig.5 Epicentral distribution of Geiyo aftershocks and seismic activity in and around area. 
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第 6 図 安芸灘～伊予灘～日向灘周辺域で発生した地震の M-T 図．マグニチュード 2 以上,深さ 30～70km の範囲に発生した地震について示す. 

Fig.6 Magnitude-time plots of events that occurred in Aki-nada, Iyo-nada and Hyuga-nada. 
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